
令和８年度 弥生地区学校運営協議会 運営方針

共通目標：
ふるさとを愛し、
未来を切り拓く
弥生っ子の育成

弥生地区のすべての教育活動の
核となるスローガンであり、
郷土愛と未来への意欲
を育みます。

①主体性：

自ら考え
行動できる姿
誰かの指示を
待つではなく
自分なりに
考え一歩
踏み出す力
を養います。

②協調性：仲間と協力して

新たな価値を生み出す姿
多様な仲間と手を取り合い、一人では達成
できない目標に挑戦する力を養います。

③表現力：
相手意識を持って

伝え合う姿
自分の考えを
一方的に話すの
ではなく、相手の
ことを思いやり
ながら対話する
力を養います。

地域：学習支援と見守り 家庭：生活・学習習慣の確立

学校：地域への参画と社会貢献

伝統文化の継承（祭り等）、
環境整備（ゴミ拾い）、
福祉交流（老人ホーム等）、
災害時の支援活動に取り組みます。

コーディネーターと連携し、読み聞かせ、
宿題○付け、図書ボランティア、
花壇整備、各種体験活動をサポート
します。

「Neo 9to7ルール」の徹底、あいさつ、
家庭学習の習慣化、およびPTA活動への
積極的な参加を推進します。

【共通テーマ】地域で守る命「防災教育」
★9月4日（金）合同引き渡し訓練：学校と地域、家庭が連携し引き渡しを確認
○防災学習・体験・講演会：各学校ごとの防災教育の取組の共有

弥生地区学校運営協議会（CS）
構成メンバー（会長・副会長・委員） 主な役割：承認と意見表明
校区代表、自治会長、振興局長、コミュニティ
センター長、コミュニティ協議会会長、校区
コーディネーター、PTA会長、学校関係者

校長が作成する学校運営方針の承認、
教育委員会や校長への意見表明（運営
や教職員の任用について）


